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　山口県周南市教育委員会（以下、
市教委）は、2021年度、児童生徒用
端末の約１万台に加え、教員用端末
等約1,300台や65型ディスプレーの
設置なども進めて、「個別最適な学び」
や「協働的な学び」の実現に向けた
授業改善に取り組んでいる。
　各学校がＩＣＴを効果的に活用でき
るよう、市教委が力を入れているの
が、ＩＣＴを活用した実践事例の共有
だ。実践内容の記入用フォーマット
を市教委が作成して、各学校に記入
を依頼。提出された実践事例は、学年・
教科・単元ごとに分類し、教育研究
センターのウェブサイトに公開予定
だ。学校教育課ＩＣＴ教育担当の中野

一
かずのり

法指導主事は、次のように語る。
　「数多くの実践事例があれば、教員
は自分に合った方法を見つけやすい
です。そこで、各学校には、活用の
難易度は問わず、手書きでもよいの
で、実践内容の提出を依頼しました。
ＩＣＴを活用した授業の効果は未知数
です。まずは、どの教員にもＩＣＴを
使ってみてほしいと考えています」
　１学期末までに、全40の小・中学
校から717件の事例が寄せられ、そ
の内容は、子どもがタブレット端末で
好きなものを撮影する活動から、書
き込みを共有できるソフトウェアを
使ったグループワークまで、様々だっ
た。実践事例は、２学期以降も数年
間は継続して収集していく方針だ。
　タブレット端末を家庭学習でも活
用できるよう、家庭への持ち帰りの

支援策も実施した。2020年度末に市
内のすべての家庭のネットワーク環
境を調査。無線ＬＡＮなどがなく、接
続に不安のある家庭の数を把握し、
貸し出し用モバイルルーターを約160
台用意した。さらに、就学援助制度を
利用して通信費を支援。その結果、
１学期中に、市内の全学校・学級で家
庭への端末の持ち帰りを実現できた。
　環境整備の面では、同一の校舎内
でも教室の位置によって通信速度が

◎ 2003 年４月、徳山市、新南陽市、熊毛町、鹿
か の
野町が合併して誕生。

県の東南部の瀬戸内海を望む場所に位置し、温暖な気候で、重化学
工業を主産業とする。ビッグデータ等を活用した活力あるまちづく
りを目指す「周南市スマートシティ構想」を推進中。

人口　約13万 9,900人　面積　656.29㎢　
市立学校数　小学校 27 校、中学校13 校
児童生徒数　約１万200人
電話　0834-22-8542（学校教育課）

自治体概要

学習者用端末　タブレット　通信環境　無線ＬＡＮ、家庭用モバイルルーター　通信速度　300Mbps　
教員向け ICT 研修　全体研修は年１〜２回。ほかに、各学校に指導主事や ICT 教育アドバイザーが訪問する形で校内研修を随時
実施　ICT 支援員　ICT 教育アドバイザー１人、ICT 担当上席研究員（主に校務担当）1人　
ICT 研究会等　周南市プロジェクトチーム（10人）

ICT 環境
支援体制

専門チームや専任アドバイザーが、
各学校の課題に応じて、オーダーメードで研修

周南市教育委員会

事例共有や通信環境の改善で
ＩＣＴ活用をサポート

事
例

2
各学校の工夫を支える基盤や仕組みを整え、
ICT活用をまずは浸透させる
山口県周

しゅう

南
な ん

市
山口県周南市教育委員会は、2021年4月、ICT教育のプロジェクトチームを発足させ、各学校の課題
に応じた情報提供と、実践事例の共有に努めている。それらの情報を活用しつつ、各学校では、「ま
ず全教員がタブレット端末を授業で使う」ことを目指して各教員の工夫を共有し、積極的な活用を推
進している。

学校教育課
ICT 教育推進室　室長補佐

松本直仁
まつもと・なおひと

学校教育課　指導主事
ICT 教育担当

中野一法
なかの・かずのり

お話を聞いた方
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異なる状況が分かった場合には、市
教委の担当者が学校を訪問して通信
テストを実施。スイッチングハブの
交換やアクセスポイントの増設など
の対策を講じた。ＩＣＴ教育推進室の
松本直仁室長補佐は、次のように説
明する。
　「例えば、保健室は通信エリア外に
していましたが、保健室からオンラ
インで授業に参加する子どもがいる
ことが分かり、アクセスポイントを
増設しました。予算等の問題で解決
が難しい設備の課題は、ＩＣＴ教育
推進室で引き続き検討していきます。
通信速度の向上は予算に直結します
が、ＩＣＴ活用の推進上は避けては通
れない課題なので、状況を正確に把
握し、予算の確保に努めていきます」

　ＩＣＴに関する教員参加型の研究に
も活発に取り組む。同市には、ＩＣＴ
教育をテーマとした研究組織として、
小学校教員による「視聴覚部会」「コ
ンピュータ研究会」、中学校教員によ
る「教育工学部会」があった。加えて、
ＧＩＧＡスクール構想の推進に際して
は、様々な課題に早急に対応する必
要があると考え、2021年４月、「周
南市プロジェクトチーム」（以下、ＰＪ
チーム）を立ち上げた。メンバーは、
ＩＣＴ教育に意欲的に取り組む小・中
学校それぞれ４人の教員と、視聴覚
部会・教育工学部会のメンバーを務
める管理職２人の計10人で、２か月
に１回程度集まって議論している。
　ＰＪチームは、まず６月にタブレッ
ト端末に関するアンケート調査を実
施。授業で活用する方法やソフトウェ
アの種類など、各学校の使用状況を把
握した。そして、調査で顕在化した課
題のうち、６月の会合では、情報セ

キュリティーについて協議した。当初、
子どもの関心に応じてインターネッ
トを利用できるようにしようと、接続
制限は必要最低限としていた。しか
し、特に中学生で学習時間外に趣味の
サイトを閲覧する例が頻発したため、
ＰＪチームで議論し、同月中にフィル
タリングソフトを導入するに至った。

　現在は立ち上げ期で学校間による
活用度やスキルの差が大きいため、
市内一斉の教員研修は行っていない。
各学校の課題に応じる形で、市教委
のＩＣＴ教育アドバイザー（１人）と
指導主事が学校を訪問し、校内研修
に参加する形のオーダーメード型の

研修とし、１学期だけで延べ60回ほ
ど実施した。その際に活用した資料
は、教育研究センターのウェブサイ
トにも掲載し、全校がダウンロード
できるようにしている（図１下）。
　ＩＣＴ教育アドバイザーを務めるの
は、ＩＣＴ活用に関する豊富な実践経
験のある退職教員だ。各学校の実践事
例や、タブレット端末の使用時の留意
点などを紹介した「アドバイザー通
信」（図１上）の作成も担当し、月２
回、各学校にメールで配信している。
　さらに、主に校務支援を担当する
ＩＣＴ支援の上席研究員１人が同セン
ターに常駐。通知表や出席簿、指導
要録の共有・管理など、校務全般の
ソフトウェアの利用、学校のウェブ
サイトの作成、プログラミング教育
に関する支援を行う。同上席研究員

子どもの学びを深めるＩＣＴ活用
─実践的な研修と事例共有で学校を支援する

特集

プロジェクトチームを立ち上げ
浮上した課題に迅速に対応

ＩＣＴと学校現場に精通した
退職教員が、各学校を巡回・支援

図１「アドバイザー通信」と、研修資料の提供

「アドバイザー通信」には、ＩＣＴ
教育アドバイザーが見学した各学
校の実践事例や、各学校で個別に
行った研修内容、ソフトウェアの
活用時の留意点などを掲載。研修
の資料は、２次元コードから、教
育研究センターのウェブサイトに
アクセスし、ダウンロードできる
ようにしている。

２次元コードを
読み込むと

研修資料の一覧に
アクセスできる

教育研究センターのウェブサイト

※周南市教育委員会の提供資料を基に
編集部で作成。
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も退職した教員が務めている。学校
現場とＩＣＴの双方に精通している２
人の退職教員は、学校現場にとって
心強い存在となっている。
　現在、各学校のＩＣＴの活用は、市
教委の期待以上に進んでいるという。
　「１年目は、とにかく使ってみま

しょう、便利で効果的なら使うし、
どちらでもよいなら使いましょうと
伝えた結果、先生方は既に様々な使
い方を模索してくれています。タブ
レット端末に書き込まれた子どもの
少数意見を、教員が丁寧に取り上げ
ながら授業を展開する場面も見られ、

協働的な学びに端末が効果的に活用
されています」（中野指導主事）
　今後は、教員のＩＣＴスキルのさら
なる向上を図り、授業のねらいや発
達段階に応じて、子どもがＩＣＴを文
房具の１つのように活用できるよう
になることを目指す。

　周南市立岐陽中学校は、2020年度
末、新年度に配備されるタブレット
端末の活用に向け、研修主任の西郷
亨
あきら

先生、情報担当の町田収司先生、
そして、国社数理英５教科の担当を
中心とした若手教員ら計８人のメン
バーから成るＩＣＴプロジェクトチー
ム（以下、チーム）を発足させた。
　チームはまず、「授業」「校務」「人材」
の３領域において、それぞれ３段階
の活動計画を立案（図２）。第１段階
はすぐに実行できる取り組み、第２
段階は年度内に調査研究を行い、実
現の道筋をつける取り組み、第３段
階は端末を日常的に活用するための
取り組みとした。
　チームは月１回の会合を行い、加
えて日常的な情報共有にも努めてい
る。田中輝久校長は、次のように語る。
　「チームから校内の教員にＩＣＴに
関する情報発信が毎日のようにあり、
チームがしっかり機能しているのが
分かります」
　校内研修もチームが中心となって
進める。2021年度は、チームが講師を

務めたソフトウェアの操作方法の研
修や、市のＩＣＴ教育アドバイザーに
よる情報セキュリティーの研修など、
２学期初めまでに計４回実施。さらに、
オンライン授業に備えるため、各教
室で、オンライン会議システムを利
用した職員会議も行った。

　チームのメンバーは、校外の研修
会にも積極的に参加し、先進事例を
収集。それらを「まずはやってみよう」
という姿勢で校内に共有している。
　１年生の理科では、グループごと
に校舎周辺を歩き、タンポポやドクダ
ミなどの花をタブレット端末で撮影。
協働学習支援ソフトを使って、皆で
集めた場所を校内マップに表示した
（図３内写真）。それらの分布から気
づいた点を話し合ったところ、「日あ
たりがよく、乾燥した場所にタンポ
ポが多い（●印）」「日あたりが悪く、
湿っている場所にドクダミが咲いて
いた（●印）」など、植物と生育環境
の関係にすぐに気づくことができた。
　２年生の道徳では、野生動物の保

護をテーマにした授業で、ハンター
と動物、それぞれの立場の考えを協
働学習支援ソフトに書き込み、生徒
間で共有しながら話し合った。

設立	 1947（昭和 22）年
学級数	24 学級（うち特別支援学級３）
生徒数	677 人

学習者用端末　タブレット
通信環境　光ケーブル
その他の ICT 機器　実物投影機
ICT 担当教員数　８人（ICT プロジェクト
チーム）
ICT校内研修　年５回　
家庭への持ち帰り　全学年（平日、休日、
長期休業中）

学
校
概
要

Ｉ
Ｃ
Ｔ
環
境

プロジェクトチームを軸に、まずはＩＣＴを
活用し、積極的に事例を収集・蓄積

周南市立岐
き

陽
よ う

中学校

「授業」「校務」「人材」で
３段階の活動計画を設定

レベルを問わず事例を集め、
小学校とも相互共有へ 校長

田中輝久
たなか・てるひさ

同校に赴任して２年目。

研修主任

西郷　亨
さいごう・あきら

同校に赴任して２年目。数
学科。３年生担当。

情報担当

町田収司
まちだ・しゅうじ

同校に赴任して７年目。社
会科。３年生担当（特別支
援）。

お話を聞いた方
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　「大勢の前では発言するのが苦手な
生徒も、タブレット端末に書き込む
のであれば、自分の考えを他者に伝
えやすくなります。多様な意見を生
徒同士で共有することができる上、
書き込みの中で多く使われていた語
彙の抽出もできるため、生徒の意見
を踏まえた授業をより展開しやすく
なりました」（町田先生）
　そうした実践事例を蓄積すること
も、チームの役割だ。市教委が用意
した実践事例のフォーマット（図３）
にチームが見本を書いた上で、全教
員に１学期分の実践内容の記入を依
頼した。「たいした実践はしていない」
と記入をためらう教員もいたが、「皆、
初心者ですから、レベルは気にしな
いで」と呼びかけたところ、20件以
上の事例が集まった。チームでは、
それらを「授業」「道徳」「生徒会活動」
に分類してファイルにまとめ、職員
室でいつでも閲覧できるようにした。
　実践事例は数年間蓄積し、校区の
小学校と互いに共有していく予定だ。
　「小学校の先生から『中学校の専門
的な指導事例は非常に参考になる』
と言われました。一方、次年度以降
の入学者は、小学校でもＩＣＴを活用
しています。その活用状況を踏まえ
て中学校での目標を設定することで、
中学３年間の伸びも変わってくるは
ずです」（西郷先生）

　コロナ禍でのオンライン授業に備
えて、家庭への端末の持ち帰りも進
めている。１学期にはテスト週間の
放課後、１学年７クラスを二分割し、
時間をずらして、家庭からオンライ
ン会議システムにアクセスする実験
もした。１学年全員が同時にアクセ
スしても、通信が滞らないかどうか

の確認に加え、想定外の事態が起き
た場合に学年内の教員で支援し合え
るようにするためだ。この時、クラ
スメートの前で初めてマスクを外し
た生徒も多く、教員は無事に接続で
きたこと以上に、生徒の顔を見られた
ことに喜びを感じたという。
　夏季休業中には、試験的に全生徒
が家庭にタブレット端末を持ち帰り、
教員が課題を配信した。英語科では、
コミュニティーツールに生徒が順番

に英文の日記を投稿し、次の出席番
号の生徒がそれに英文でコメントす
る活動を行った。自由研究では、協
働学習支援ソフトで生徒が途中経過
を写真や文書などで報告し、生徒か
らの質問には教科担当が助言をした。
　２学期からは毎日の持ち帰りを可
とすると、ドリル学習で１・２年次の
復習をする３年生がいるなど、主体
的に学ぶ姿が見られている。また、体
育祭の前には、応援団が応援の振り

子どもの学びを深めるＩＣＴ活用
─実践的な研修と事例共有で学校を支援する

特集

家庭への端末の持ち帰りで
主体的な活用へ

図２

図３

ＩＣＴプロジェクト

１年生　理科　ICTを活用した授業例
単元名、授業のめあて、活用シーン（個別学習・
協働学習）、具体的な活用方法などを用紙に
記入してもらい、学校内で共有している。使
用した画面も一緒に掲載して、活用シーンを
イメージしやすくするなど、工夫を凝らす教
員もいる。なお、それらの授業の実践事例は、
学校のウェブサイトで公開されている。

詳しくは下記をご参照ください。

HOME＞教育活動＞ ICTプロジェクト

http://www.shunan.ed.jp/kiyochu/ict.html

※岐陽中学校の提供資料を基に編集部で作成。

※岐陽中学校の提供資料を基に編集部で作成。写真出典：Google

授
業

校
務

人
材

朝学習での実施
（１・２年生）

端末活用事例の収集
（教科特性に即した活用法を考えて年１回以上授業を実施）

端末を日常的に授業で
使用自主学習として

ドリルパークの活用

休業等での
遠隔授業（試行）

端末の使用ルールの再検討 一文房具としての端末
（学校生活全般での積極活用）休み時間の端末使用を解禁

外部講師との
遠隔授業（検討）

相談室登校の生徒への
授業中継（検討）

不登校の生徒への
授業中継（検討）

レンタルスマホによる
保護者連絡（検討）

相談室登校の
生徒への活用

タッチペンの導入
（検討） 不登校生徒への活用

無
線
Ｌ
Ａ
Ｎ
整
備
　
１
人
１
台
の
端
末
配
布
・
初
期
設
定

端
末
の
持
ち
帰
り

ミライシードの導入・授業での活用

教職員ポータルの導入（情報共有のオンライン化）

ＩＣＴプロジェクト
チーム結成

定期的な職員研修

保護者向け全文書をウェブサイトで公開

「心のチェック」「Fit」オンライン化 スクールカウンセラーの面談オンライン予約（保護者）

保護者専用ページの公開（検討）

職員会議資料のペーパーレス化

ＩＣＴ分野ごとに担当管理者を任命
（校務パソコン、ミライシードなど）

ペーパーレス化（職朝連絡、日課、週日程、生徒指導日報）

タブレットドリル・問題データベース導入

コミュニティーツールの活用
（全クラス作成）

生徒の欠席・遅刻
のオンライン連絡の
導入（試行）

保護者対象のオンライン提出
（懇談希望、文書等で順次導入）

環境調査票のオンライン提出

生徒ポータルの導入

オンライン会議
システムの活用

週末課題での
実施（全学年）

課題提出等の活用

第１段階 第２段階 第３段階

長期休業中の課題を端末で提示

オンライン会議システム等を活用した長期休業中の
生徒との個別連絡

学校行事での活用　　家庭での接続練習

達成・実施済み（2021年５月現在）
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　学習に意欲的な子どもが多いとい
う周南市立秋月小学校。保護者は、
タブレット端末の配備に際して、家
庭の通信環境の整備や家庭用充電器
の購入を積極的に行い、ＩＣＴの活用
を子どもの学力向上の好機と前向き
に受け止めているという。
　同校では、ＩＣＴを活用した「個別
最適な学び」に力を入れている。端
末に導入された個別学習用ＡＩドリル
で、以前からの課題だった理解度に
合わせた学習を行えるようになった
と、中村省吾校長は語る。
　「１つのクラス内でも理解の進み具
合は子どもによって異なり、そうし
た違いに応じて学習を進められるデ
ジタルドリルは、個に応じた学習に
有効です。早く課題ができた子ども
は、自分の判断で次の課題に取り組
み、終わっていない子どもには教員
が寄り添い、やり切るまでしっかり
支援することが可能になりました」
　６年生の担任を務める山根菜摘先
生は、授業の最初に学習課題を提示し
て、一定の課題が終わったら個別学習
用ＡＩドリルに取り組むように伝えて

いる。また、クラス全員がドリルに取
り組む際には、全員の端末の画面を教
室前方の65型ディスプレーに一覧で
映しておくと、ほかの子どもの進捗
に刺激を受け、学習に後ろ向きな子
どもも前向きに取り組むという。
　「タブレット端末での学習では、一
人ひとりの正誤や無解答の問題を確
認できるので、誰が何を苦手にして
いるのか、ひと目で把握できます。
手が止まっている子どもにすぐ声を
かけるなど、個々の状況に応じた支
援がしやすくなりました」（山根先生）
　古い機種を使う１年生を除き、タ
ブレット端末の家庭への持ち帰りも
実施している。宿題として個別学習
用ＡＩドリルを課すほか、理科では教
科書のまとめを協働学習支援ソフト
で提出する課題を出したり、家庭科
では調理のオンデマンド動画＊をアッ
プした上で、週末や夏季休業中に家
庭で料理を作る課題を出したりした。

　６年生の「総合的な学習の時間」
では、東日本大震災について調べた
内容をスライドにまとめて発表した。

子どもはインターネットで情報を調
べ、発表に使用したい図や写真をス
クリーンショットで画像化し、スラ
イドに貼りつけ、視覚的に分かりや

設立	 1975（昭和50）年
学級数	 15 学級（うち特別支援学級３）
児童数	 326人

学習者用端末　タブレット
通信環境　無線 LAN
通信速度　300Mbps
その他の ICT 機器　65 型ディスプレー
ICT担当教員数　２人（視聴覚担当）
ICT校内研修　年７〜８回
家庭への持ち帰り　小２〜６（平日、
休日、長期休業中）

学
校
概
要

Ｉ
Ｃ
Ｔ
環
境

必要最小限の使用ルールを土台に、子どもも
教員も主体的にＩＣＴを活用できる環境に

周南市立秋月小学校

個別学習用ＡＩドリルで
個に合わせた学習を実現

協働学習支援ソフトで
子どもの学習意欲が向上

校長

中村省吾
なかむら・しょうご

同校に赴任して２年目。

視聴覚担当、５年生担任

案野太河
あんの・たいが

同校に赴任して１年目。
外国語教育担当。

視聴覚担当、６年生担任

山根菜摘
やまね・なつみ

同校に赴任して３年目。
特別活動担当。

お話を聞いた方

つけを動画で配信。降雨で全体練習
が十分にできない中、動画を見て練
習に励んだ生徒が多く、当日の応援
合戦は素晴らしいでき栄えとなった。
　体育祭ではオンライン配信も行っ
た。個人が特定できないよう校舎の

３階にカメラを設置して全体の動き
を見られるようにしたところ、単身
赴任中の保護者や遠方の祖父母から
好評だったという。
　「活動計画の第１段階は達成でき、
まずまずの進捗だと思っています。

情報セキュリティーの強化や通信速
度の向上など、校内の対応だけでは
難しい課題には市教委と連携しなが
ら取り組み、生徒・教員がともに
ICTを活用しやすい環境を整えてい
きます」（西郷先生）

＊　視聴してほしい動画をサーバーに蓄積し、利用者が好きな時に視聴できるシステム。

CMYK  VIEW next 教育委員会版 Vol.3_ 

1

校 

2

校 _村田<P18>　

 教育委員会版  2021 Vol.318



すく伝わるよう工夫を凝らした。
　「これまでは、図書室の書籍や新聞
で見つけた素材を、コピーして紙に
貼ってまとめていたので、完成まで
に時間がかかりました。タブレット
端末を使えば、調べた内容をすぐス
ライドにまとめられ、その場で他者
と共有できます。吹き出しをつけた
り、書体を変えたりと、見る人に効
果的に伝わる表現を試すことも容易
になり、やり直しも簡単なので、子
どもたちは今まで以上に意欲的に取
り組んでいました」（山根先生）
　５年生の担任を務める案野太河先
生は、タブレット端末の活用で、協
働的な学習が自然と進むようになっ
たと語る。
　「グループでのポスター製作では、
これまで、絵の上手な子どもが絵を
描く間、ほかの子どもはそれを見て
いるだけか、ほかの話を始める子が
いました。今では、絵を描く人、絵
に添える文章を書く人などと作業を
分担し、できたものを合体して完成
させています。各自の作業の進み具
合も協働学習支援ソフトを使えばす
ぐに分かるので、グループ内での議
論も活発になっています」
　個々の子どもの関心を、授業の展
開に生かすことも容易になった。例
えば、社会科の授業では、雪の多い
地域の住宅の特徴で気になった点に

協働学習支援ソフトで印をつけ、それ
らを集計してクラス全員の考えが分
かるようにした（写真１）。その上で、
気づいた点をグループで話し合う活
動を行った。
　「発表が苦手な子どもでも、タブ
レット端末には考えを書き込みます。
そこで、『なぜ、そう思ったの？』と
問いかけると、頑張って自分の意見
を述べようとします。その発言を周
囲が認めれば、自己肯定感にもつな
がっていきます」（案野先生）

　ＩＣＴに関する校内研修は、視聴覚
担当の山根先生と案野先生が中心と
なり、１学期に８回実施（写真２）。
授業で活用頻度の高い学習用オール
インワンソフトの機能について、教
員用・児童用の両方の画面を65型ディ
スプレーに映し、模擬授業形式で解
説した。また、普段から気軽に情報
交換できる環境づくりをしているた
め、全教員が授業や学級運営に積極
的にＩＣＴを活用している。
　タブレット端末の使用ルールは、
正しく使うという必要最小限の考え
方を土台に、各クラスの担任の裁量
とした。最初からルールがあると子
どもが自分で考えなくなるので、問

題が起きそうなタイミングを見極め
て臨機応変にルールを決めていった
方が、子どもも納得して守るからだ。
ただし、情報モラルは、校内研修で
早めに取り上げて周知した。ネット
いじめを防ぐために、持ち帰りの際
には子どものコメント機能をオフに
するなど、危機管理に努めている。
　「配布された端末は、国や市から学
習の道具として貸与されたものであ
り、玩具ではありません。誤った使
い方をした場合は返してもらうと伝
えるなど、子どもが理解できるよう
な指導を心がけています」（中村校長）
　案野先生のクラスでは、先生の許可
を得れば、休み時間もタブレット端末
を使えるルールにした。雨天の日の
休み時間には、多くの子どもがタイ
ピングソフトに熱中しているという。
クラスメートの写真を撮影・編集し、
それを基に帰りの会でクイズを行う
など、子どもが自らクラスづくりのア
イデアを出して実施することもある。
　「市教委がＩＣＴの使用ルールを必
要最小限に抑えてくれたので、本校
の子どもの状況に応じて使うことが
できています。担任が、ICTを活用
する子どもの様子を見ながら、場面
に応じた指導をすることが重要です。
子ども自身に考えさせることで、情
報モラルを高める指導を徹底してい
きたいと考えています」（中村校長）
　今後の課題は、タブレット端末を介
したコミュニケーションのあり方だ。
　「ある学校で、ＩＣＴを活用してい
るものの、話しているのは教員のみ
で、子どもは端末を介してコミュニ
ケーションをしている授業を見まし
た。そうではなく、授業は、顔を見
合いながら行うことが重要だと思い
ます。端末を文房具の１つのように
使い、子ども同士が気持ちを通わせ、
認め合う心を育む授業を、本校は目
指していきます」（中村校長）

子どもの学びを深めるＩＣＴ活用
─実践的な研修と事例共有で学校を支援する

特集

タブレット端末の使用ルールは
担任の裁量で臨機応変に設定

▶　　　　年度当初の校内研修の様子。各教員が実際
に端末を操作しながら、基本的な機能をつかんでいっ
た。

写真２

◀　　　　５年生の社会科の雪の多い地域の住
宅についての授業。子どもたちは端末に表示さ
れた住宅の画像を見て、特徴的だと考えたところ
に印をつけ、それらを集計した右前方の大画面
を見て、意見交換を行った。

写真１
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